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１．公益目的事業１．公益目的事業１．公益目的事業１．公益目的事業    

 

【 令和３年度基本行動方針 】 

 

公益財団法人としての社会的使命を役員及び全職員が自覚し、定款第３条に掲げ

る「本事業団は、血液由来製剤等を必要とする患者、医療関係者及び医療機関に対

し総合的な血液供給事業を行い、献血血液による血液事業の円滑かつ適正な推進

及び発展に寄与することを目的とする。」という理念に基づき、令和３年度の基本行動

方針を策定し、各事業を推進する。 

 

 

 

１． 日本赤十字社との業務委託契約に基づき業務連携の強化を進める。安定的に事

業を継続していくために、更なる経費節減を実施し、業務及び組織の効率化、高

度化を行っていく。さらに令和４年度中に行われる業務委託契約の改訂に向けて、

日本赤十字社と供給業務等の見直しについて協議を行っていく。 

 

 

２． 新型コロナウイルス感染症の収束については先が見えない状況であるが、引き

続き感染防止対策を行い、事業継続のために東京都赤十字血液センターと対応

策等の連携を強化し、輸血用血液の安定供給に努めていく。 

 

 

３． 供給管理システムのデータを活用し分析することで、より効率的な人員配置、  

供給コースの見直しを行う。日本赤十字社の WEB 受注システムに対応した機能

追加やバージョンアップを行い、より安全で確実な供給体制の構築を推進する。 

 

 

４． 血漿分画製剤について、本年４月に薬価改定が実施されるが、新型コロナウイル

スの影響により医療機関の経営環境も厳しく、価格交渉が難航することが予想さ

れる。丁寧な営業活動を行い、取引口座の継続と新規医療機関の獲得を目指す。

国内献血由来製剤の国内自給率の維持と安定供給のため、引き続きクロスエイ

ト MC の供給促進に努めていく。 
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【 総務部・業務計画 】 

 

１．車両整備及び車両装備計画 

 

令和３年度は緊急車両１０台を代替更新し、普通車両 1 台を減車する。 

 令和２年度 

予定保有台数 

令和３年度 

廃車予定 

令和３年度 

配備予定 

令和３年度 

予定保有台数 

緊急車両 ５６台  １０台  １０台  ５６台  

普通車両 １７台  １台  ０台  １６台  

合計 ７３台  １１台  １０台  ７２台  

 

 

２．職員の充足及び教育研修計画 

 

（１）職員の充足計画 

 

 令和２年 

４月１日 

令和２年度 

退職予定 

令和３年度 

採用予定 

令和３年度 

予算定員 

職員数 １３５名  ７名  ３名  １３２名  

 男性職員 １１５名  ４名  ０名  １１１名  

女性職員 １５名  ０名  ０名  １５名  

男性嘱託職員 ４名  ２名  ３名  ５名  

女性嘱託職員 １名  １名  ０名  １名  

 

 

（２）教育研修計画 

 

・各種教育、研修、講習会等を実施し、各職員の資質の向上を図る。特に車両

運転に関しては外部研修会等に参加させ、運転技量の向上、安全運転の推進

をする。 

 

 

 

 

内 
ヂ 
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３．輸血用血液製剤の供給業務委託契約等について 

 

（１）輸血用血液製剤 

 

・東京都内における輸血用血液製剤の日本赤十字社との契約は前年に引き続

き、「業務委託契約書」によって実施する。 

 

業務内容 

１． 梱包及び配送業務(離島への対応含む) 

２． 受注業務 

３． 当直業務 

４． 出庫業務 

５． 製品移管業務 

 

  （２）血漿分画製剤 

 

・各メーカーから血漿分画製剤を直接仕入れ、販売を行う。 

 各メーカー（一般社団法人日本血液製剤機構（JB）、日本製薬株式会社、 

帝人ファーマ株式会社等） 

 

 

４．調査研究及び広報普及事業 

 

（１）調査研究 

 

・日本血液事業学会、日本輸血・細胞治療学会等に参加し、演題の発表及び報

告書の作成を行う。 

 

（２）広報普及活動 

 

・下記の会合を実施し、関係機関に対する情報提供、適正使用のための啓発、

献血思想の普及向上等の活動を行う。 

 

（ア） 医療機関に対する血液事情等に関する情報提供 

 

（イ） 東京都赤十字血液センターと業務運営に関する連絡会議の実施 
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（ウ）各種団体、企業への献血協力依頼 

 

（エ）輸血用血液製剤供給業務途上における各種広報普及活動の実施 

   （車両用献血広報ステッカー等の作成） 

 

（オ）献血ルームにおける献血者への協力呼び掛け等の実施 

 

 

５．防災訓練 

 

東京都、各市区町村主催の防災訓練に参加するとともに、広域需給体制に対応し

た、より実践的な自主防災訓練を実施する。 

 

（１）合同防災訓練 

 

 ①令和３年度東京都・東村山市合同防災訓練に参加予定 

 

   ②八王子市総合防災訓練に参加予定 

 

（２）自主防災訓練の実施 
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【 供給部・業務計画 】 

 

１．輸血用血液製剤 供給計画 

総供給数（単位換算） 

令和２年度見込み     ２，２０４，０００単位 

令和３年度計画       ２，２７４，０００単位 

（対前年比１０３．２％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．供給出動 計画 

 （１）出動回数 

令和２年度見込み    ５６，２２６回 

令和３年度計画     ５８，０２５回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.9 28.7 28.7 26.9 28.1 
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59,974 59,203 58,940 56,226 58,025 
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 （２）供給軒数 

令和２年度見込み  １２６，５２９軒 

令和３年度計画    １３０，５７８軒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）検体及び血液製剤の回収業務（見込み） 

 

令和３年度計画     １，１５０件 

３．受注業務 

  東京都赤十字血液センターにて日勤帯に事業団職員が受注業務に携わる 

（１名×３６５日） 

 

４．当直業務 

  東京都赤十字血液センターにて毎週火曜日の夜勤帯に事業団職員が受注業務

に携わる（１名×５０日） 

 

５．出庫業務 

  供給部   （輸血用血液製剤の取り出し、伝票発行、照合作業等） 

  辰巳支所 （照合作業等） 

  立川支所 （伝票発行、照合作業等） 

  葛飾支所 （照合作業等） 

 

６．製品移管業務 

  辰巳支所より他の拠点（新宿、立川、葛飾）への輸血用血液の移管業務 

１，４６０コース （１日４コース×３６５日） 

131,092 129,815 130,766 126,529 130,578 
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【 血漿分画促進部・業務計画 】 

 

１．血漿分画製剤、その他医薬品の供給計画（総供給金額） 

令和２年度見込み      １，６１１，８８７千円 

令和３年度計画       １，６３０，１８１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高度管理医療機器等の販売計画 

令和２年度見込み         １１７，１１７千円 

令和３年度計画           １１５，４７６千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２．．．．収益収益収益収益事業事業事業事業    
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２２２２．．．．収益事業収益事業収益事業収益事業    

 

【 収益事業等の業務計画 】 

 

概  要 

血液センターの移転等により未使用となった供給基地等の物件を当事業団とは利

害関係の無い第三者に賃貸している。 

合計賃貸料収入２２，６１２，０００円より必要経費を差し引いた、収益の５０％を公

益目的事業の財源に充当する。 

 

 

Ｎｏ． 物件 住所 賃借人 賃貸料収入 合計 

１ ３階建て建物 葛飾区立石 法人 

２２，６１２，０００円 

２ ３階建て建物 練馬区早宮 法人 

３ ２階建て住宅 町田市図師町 個人 

４ ２階建て住宅 町田市図師町 個人 

５ マンション１室 渋谷区広尾 個人 

６ １階建て建物 さいたま市北区 法人 

 

 


